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著者らは論文において下記の内容を述べている。

本論文は、微小出血（microbleeds:MBs）と皮質微小梗塞（corticalmicroinfarct: C阻）の認

知機能への影響を神経放射線学的に検討した研究である。

目的： MBsは小血管病のマーカーで、神経画像上、径 5mmまたは lOmm以下の所見であり、

3T E四ISWI (susceptibility-weighted imaging）で検出可能である。分布は脳案型と深部型MBs

に分類される。 CMIは、神経画像上、最大径 5mmであり、 3D3T-MRI FLAIR 

(fluid-attenuated inversion recovery）画像と DIR(double inversion recovery) 

画像で一部検出可能である。乙の MBsと CMIは脳小血管病 I型（高血圧性脳小血管

病）と E型（アミロイド血管症）でみられる所見で、 I型は深部型 MBs、E型は脳

葉型 MBsと CMIを特徴的所見としている。本研究では両者が認知機能に影響を及ぼ

すか否かについて検討した。

方法： 20日年 10月から 2013年6月までに三重大学医学部附属病院もの忘れ外来を受診した

120名のうち、組み入れ基準に該当した 109名を対象とした。 109名の疾患分類は診断基準に基

づき、アルツハイマー病（AD) 68名、脳血管障害を伴う AD7名、軽度認知障害（MCI)

12.名、アミロイド血管症 4名、血管性認知症 11名、レビー小体型認知症 2名、前頭側頭型認知

症 1名、原発性進行性失語症 3名、意味性認知症 1名であった。 MBsとCMIを検出するために

SVi店、 3D3T-MRI DIRとFLAIRを用いた。神経心理学的評価では知的機能、記憶、構成、前頭

葉機能の検査を実施した。

結果： 109名のうち、 MBsは68名、 CMIは 17名で検出された。 MBsの部位別分類としては

脳葉型 28名、深部型 8名、混合型（脳葉型＋深部型） 31名であった。 CMIを認めた 17名のう

ち、混合型 MBsとの併存が 9名あった。 MBsあり群となし群の比較では、あり群は前頭葉機能

で有意な低下を認めた。 CMIあり群となし群の比較では、あり群は知的機能、前頭葉機能で有意

な低下を認めた。 MBsの分布で最も多くみられた混合型MBsでの CMIあり群となし群の比較で

は、あり群で知的機能と前頭葉機能で有意な低下を認めた。



考察先行研究では、 E店 sを有する群や多発群は思考速度や遂行機能といった前頭葉機能が低

下すると報告されている。本研究でも同様の結果を認めた。 CMIを有する群はMBsを伴う場合が

多く、その多くが混合型MBsで、前頭葉機能だけでなく全般性知能の低下も認めた。 MBs、CMI

は細動脈の障害やアミロイド沈着が原因である。即ち、 MBs、CMIは細動脈の広範な損傷、

blood-brain barrier (BBB）の破綻、脳血管へのアミロイド沈着を示唆する。 MBsとCMIの併存

は、皮質一皮質下の神経ネットワークの破綻を介して相加的に認知機能に悪影響を及ぼすと考え

られる。

以上より、本論文は MBsとCMIが相加的に認知機能に影響を与えることを明らかにした論文

であり、学術上極めて有益であり、学位論文として価値あるものと認めた。
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